






























































(1) 講義理解の過程には、どのようなインターアクション行動が存在するのか。  
(2) 問題解決の過程には、どのようなインターアクション問題が存在するのか。  
(3) 問題処理の過程において問題解決を行う参加者はだれか。  
(4) 日本語による講義を受講した経験のない留学生には、入学後の一学期間に、どのような
理解の過程および問題解決の過程が存在し、調整を行っているか。  
(5) 講義の受講経験がない NNSJ(上級日本語学習者 )と NNSU(初年次学部留学生 )と、講義の
























講義理解に影響する主な要因    ・講義の聴解 


































ア イ カ メ ラ に よ
る調査方法 
第５章 

















































第９章 総合的考察と結論 ①研究結果の総括  
②学びを生む講義の実践に向けての提言 


















ロ両面から明らかにするために、講義場面を中心に二つの調査を行った。第 4 章から第 7 章ま
では、一つ目の調査として、アイカメラを用いて調査を行った分析結果を記す。この調査では、












































と「文化スキーマ」の定義を用いた。第 7 章の問題解決のための調整行動は、西田 (2000)のス

























結果、複合語の戻り読みに関し、NS の戻り読みの回数が NNSJ と NNSG に比べ、有意に少












報 (文法外コミュニケーション行動 )を獲得していることが示唆された。以上の結果を、第 6












ネウストプニー (1995a)の規範の一つ、「文法行動 (言語行動 )」の規範は、語彙／意味論、音
韻論、統語論、形態論、表記論を含めた、狭い意味での「言語」に関わる規範である。同時に、
これは、物語、文章、話し言葉の理解の際に用いられるスキーマとしての「言語スキーマ」(西










受講経験が長く、専門知識がある NS と NNSG は、対人コミュニケーション・スキーマの中
でも、予測などのメタ認知ストラテジーである方略スキーマが想起され、活性化されていた。
また、NS には、講義担当者の目や手元を意識的に見て、非言語コミュニケーション行動に関
する意識やスキーマが想起する過程があり、第 5 章 (４ )の結果が実証された。本調査では、受












原因を明らかにする必要がある。インターアクションの過程には、次の 5 段階の管理プロセス、 
① 規 範 (norm)か ら の 逸 脱 、 ② 逸 脱 へ の 留 意 (note)、 ③ 留 意 さ れ た 逸 脱 に 対 し て の 評 価
(evaluation)、  ④調整 (adjustment)の選択、⑤調整の遂行 (implementation) があり、問題解
決のための意識や言語行動を指す (ネウストプニー  1995b)。本章では、調査対象者の理解に問
題が生じた際の内省報告を、管理プロセスを用いて、「規範からの逸脱があった際の留意の対
象」「否定的評価を行った原因」「問題解決の調整行動」の 3 点を中心に分析を行った。  
（1）規範からの逸脱があった際の留意の対象 
講義理解に問題が発生した過程では、まず「文法行動の規範 (言語的規範 )からの逸脱」があ

































































































































































組織化された講義 Well-Organized Lecture 
アカデミック・インターアクション・スキーマの早期獲得＝「慣れ」 
より深い学びの段階へ 
Well-Understanding & Deep Learning 
































講義担当 監督下の調整  
より高次の学び  
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